
二
〇
一
三（
平
成
二
十
五
）年
度

日
本
文
学
科
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目
一
覧

日
文
博
士
一
覧

〈
２
０
１
３
年
９
月
授
与
〉

中
世
日
本
紀
の
研
究

金

英
珠

大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
農
民
文
学
の
研
究

椋
棒

哲
也

〈
２
０
１
４
年
３
月
授
与
〉

高
安
月
郊
研
究

―
―
明
治
三
十
年
代
の
劇
壇
登
場
期
を
中
心
に後

藤

隆
基

近
現
代
日
本
語
表
現
の
研
究

―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
表
現
を
中
心
に
―高

澤

信
子

享
保
期
に
お
け
る
江
戸
の
歌
舞
伎

―
二
代
目
市
川
団
十
郎
を
中
心
に
―

BJO
ERK

,T
ove

Johanna

和
学
者
上
田
秋
成
の
研
究

高
松

亮
太

「
長
崎
」
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
「
私
た
ち
」

―
―
土
地
の
名
に
働
き
か
け
る
―
―

挽
地

佳
恵

中
間
報
告
書
提
出
者
名
簿

昭
和
三
〇
年
代
前
後
の
老
人
文
学
の
研
究

―
晩
年
の
室
生
犀
星
を
中
心
に
―

米
山

大
樹

複
合
動
詞
の
歴
史
的
研
究

徳
本

文

複
合
動
詞
の
研
究

―
Ｎ
＋
Ｖ
構
造
の
複
合
動
詞
を
中
心
と
し
て
―李

静
玟

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
方
法

―
芥
川
龍
之
介
と
小
林
秀
雄
―

天
満

尚
仁

源
氏
物
語
論

―
夕
霧
物
語
の
定
位
に
向
け
て

青
木

慎
一

修
士
論
文
提
出
者
名
簿

『
崇
徳
院
の
歌
に
関
す
る
一
考
察
』
森

昌
美

『
和
泉
式
部
日
記
』
に
関
す
る
一
考
察

―
「
お
な
じ
心
」
を
中
心
と
し
て
―

鈴
木
ひ
と
み

『
伊
勢
物
語
』
の
研
究

―
作
中
歌
の
解
釈
と
機
能
に
つ
い
て

湯
野

貴
子

異
国
僧
の
求
法
の
絵
巻

―
『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』
を
よ
む

石
田

礼
子

明
治
・
大
正
時
代
の
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究

胡

新
祥

複
合
辞
の
歴
史
的
研
究

―
近
代
語
の
視
点
か
ら
―

謝

静

『
源
氏
物
語
』に
お
け
る
光
源
氏
と
明
石
君
の「
流
離
」

堀
越
萌
由
子

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
紫
の
上
の
人
物
造
型
と

そ
の
機
能

泉
屋

咲
月

『
源
氏
物
語
』
明
石
の
君
論

―
表
現
を
中
心
と
し
て
―

大
竹

明
香

「
源
氏
物
語
の
受
容
―
与
謝
野
晶
子
訳
「
夕
顔
」
巻
を
中
心

に
―
」

北
山
ゆ
か
り

一
九
六
〇
年
代
初
期
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
作
品
の

諸
相
―
『
君
た
ち
が
い
て
僕
が
い
た
』
を
例
に
―

千
野

暁
生

池
谷
信
三
郎
論

返
町

美
里

月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
お
け
る
文
体
史

―
そ
の
変
遷
と
美
辞
麗
句

湯
本

優
希

宮
沢
賢
治
童
話
論

―
〈
み
ん
な
〉
と
い
う
暴
力
―

星
野

響
子

澁
澤
龍
彦
『
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
助
骨
』
論

―
二
十
代
の
澁
澤
龍
彦
の
文
学
を
め
ぐ
っ
て
―大

塚

祐
未

太
宰
治
作
品
論

戸
澤
千
奈
実

川
上
弘
美
研
究

―
作
品
世
界
と
教
材
価
値
論
―

馬
場
真
美
子
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山
本
周
五
郎
作
品
論

―
虚
妄
の
英
雄
・
悪
人
成
立
の
構
造
―

奈
良

沙
紀

芥
川
龍
之
介
研
究

―
切
支
丹
物
に
お
け
る
「
悪
魔
」
と
「
愚
人
」
に
つ
い
て
―

鵜
口

大
志

卒
業
論
文
提
出
者
名
簿

中
原
中
也
「
羊
の
歌
」
読
解

―
中
也
は
「
山
羊
」
か
「
羊
」
か
―

橋
場

尚
子

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
「
読
む
」

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
読

書
法
考
案

土
肥
槙
太
郎

中
世
、「
人
間
」
に
つ
い
て
の
考
察

鈴
木
佐
和
子

「
望
月
の
声
―
油
瓶
譚
」

小
泉
奈
生
子

ロ
ー
マ
東
洋
美
術
館
蔵
本
『
木
幡
狐
』
の
考
察

―
本
文
、
絵
画
、
画
中
詞
が
紡
ぐ
「
ら
し
さ
」
の
魅
力
―

志
賀

祥
子

「
お
伽
草
子『
蛤
の
草
紙
』成
立
に
関
す
る
一
考
察
」

大
石

将
也

「
生
き
た
日
本
文
学
―
山
梨
県
小
菅
村
、
小
永
田
神
代
神
楽

熊
野
神
社
祭
典
か
ら
地
域
に
根
付
く
文
化
・
文
学
を
考
え
る

―
」

利
根
川

薫

襲
い
か
か
る
鼠

―
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
を
中
心
に
―

阪
田

直
樹

御
伽
草
子
『
鼠
草
子
絵
巻
』
を
読
み
解
く

―
「
日
本
の
昔
話
」
は
こ
ん
な
に
も
面
白
い
―酒

井

香
織

《
道
成
寺
縁
起
絵
巻
》
変
奏
曲

鈴
木

詩
乃

「
異
国
、
異
人
論
―
「
御
曹
子
島
渡
」
を
通
し
て
―
」

高
倉
愛
理
沙

「『
清
水
寺
参
詣
曼
荼
羅
』
を
読
む
―
図
像
比
較
を
中

心
に
―
」

大
貫

真
実

猛
き
童
試
論
―
平
家
物
語
を
中
心
に

大
澤

奈
穂

『
万
葉
集
』『
古
事
記
』『
新
撰
万
葉
集
』『
倭
名
類

聚
抄
』
に
見
ら
れ
る
二
合
仮
名
の
用
い
ら
れ
方

に
つ
い
て

川
淵

琴

注
釈
書
比
較
か
ら
み
る
『
源
氏
物
語
』
浮
舟

何

が
浮
舟
を
入
水
さ
せ
た
か

正
伯

実
歩

聖
書
の
役
割
か
ら
読
み
解
く
「
瓶
詰
地
獄
」

大
島

梢

『
海
の
牙
』
に
お
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
綻
び
を
登

場
人
物
の
役
割
か
ら
考
え
る

武
田

孝
介

『
本
陣
殺
人
事
件
』
―
推
理
小
説
の
舞
台
と
し
て
の
家
柄
、

戦
前
農
村
の
果
た
す
役
割
―

苫
谷

佳
奈

「
田
山
花
袋
「
縁
」
論

清
を
通
し
て
描
き
出
さ

れ
る
も
の
」

新
井

圭
佑

雑
誌
『
金
の
船
』＝

『
金
の
星
』

〜
沖
野
岩
三
郎
の
作
品
か
ら
大
正
時
代
や
子
ど
も
向
け
雑
誌

に
つ
い
て
考
え
る
〜

六
川

綾
夏

ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
の
変
容
と
伝
統
文
化
の
継
承

に
関
す
る
問
題
点
と
そ
の
対
策

英

晃
史
郎

「
三
島
由
紀
夫
『
美
徳
の
よ
ろ
め
き
論
』
―
物
語
の

生
成
に
お
け
る
主
人
公
の
機
能
―
」

園
田

奈
々

「
川
と
娼
婦
」

徳
田

詩
織

「
物
語
に
お
け
る
人
魚
の
変
遷
」

長
島

由
佳

「
六
朝
志
怪
小
説
「
李
娥
」
を
ど
う
読
む
か
」

奥
田

唯
花

天
照
大
神
と
大
日
如
来
〜
神
仏
習
合
お
よ
び
太
陽
信
仰
の

類
型
に
つ
い
て
の
考
察
〜

柴
崎

椋

『
古
事
記
と
水
』

―
王
の
資
格
と
水
支
配
―

竹
本

恵

「
蛇
性
の
婬
」
に
み
ら
れ
る
秋
成
の
怪
異
観

―
雄
黄
を
用
い
る
鞍
馬
僧
の
蛇
退
治
か
ら
―

相
馬
真
理
子
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